
 

                  

（お知らせ） 

令和６年１月２２日 

航 空 幕 僚 監 部 

 

日米豪共同訓練（コープ・ノース２４）の実施について 

 

 

航空自衛隊は、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて連携を強化すべ

く、海上自衛隊とともに、下記のとおり、日米豪共同訓練（コープ・ノース２４）

を実施します。 

 

記 

 

１ 目的 

日本、アメリカ合衆国及びオーストラリア連邦の３か国による共同訓練を実施

し、部隊の戦術技量を向上させるとともに、日米共同対処能力及び３か国の相互

運用性の向上を図る。また、人道支援・災害救援活動に係る共同訓練を実施し、

部隊の能力及び参加国間の連携要領の向上を図る。 

 

２ 訓練期間 

令和６年２月５日（月）～同年２月２３日（金） 

（展開撤収を含めた期間：令和６年１月１９日（金）～同年３月６日（水）） 

 

３ 実施場所 

アメリカ合衆国グアム島及び北マリアナ諸島並びに同周辺空域 

 

４ 主要参加部隊等 

（１）部隊 

第８航空団（築城）、第９航空団（那覇）、航空戦術教導団（百里等）、航

空救難団（入間等）、警戒航空団（浜松）、第１輸送航空隊（小牧）、航空保

安管制群（府中）、航空気象群（府中）、航空機動衛生隊（小牧）、自衛隊入

間病院（入間）及び補給本部（十条） 

（２）機種及び機数 

Ｆ－１５Ｊ／ＤＪ×６機、Ｆ－２Ａ×６機、Ｕ－１２５Ａ×１機、ＵＨ－６０

Ｊ×１機、Ｅ－７６７×１機及びＣ－１３０Ｈ×１機 

（３）人員 

約５００名 

 

５ 訓練項目 

各種戦術訓練及び人道支援・災害救援に係る訓練 


